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労働貴族の古典的時代におけるフリントガラス製造エ

( そ の 2 )

松 村 高 夫

第-^章プリントガラス産業とフリントガラス艘造エ

■ . '

第 一 節 1850年以前におけるガラス産業の発展

ガラスは，物性論的には，極端に粘度の高い液体，すなわち過冷却液体である。それはシリカと 

アル力リが一定量の多数の原料を高温で清解しナこのち，冷却することによってえられる透明度の高 

い物体で，外見は固体であるが，固体特有の結晶構造をもたない。シリガは天然に存在する挂砂が 

使用されたが，そのなかの鉄分含有量が，ガラスの透明度に大きく影響した。アルカリは，歴史的 

には，木の灰;または焼いた海草からえられたが，前者が力リガラス，後者がソ一ダガラスである。 

原料中のアルカリは，他の原料の溶解促進剤として作用するので，その量は融点を規定する。 ソー 

ダガラスの方が， ヨリ広い温度巾で可塑的状態にあるが故に， ヨリ加工しやすいという特徴をもっ 

ていた。錯が追加的溶解促進剤として加えられたが，それが始ガラスである。わたくしが研究対象 

とするフリントガラスとはこの錯ガラスのことであり，現在では，クリスタルガラスと呼ぱれてい 

るものである。それは，タンプラー，ゴブレット，食器類？シャンデリアのような無色透明のガラ 

スにたいする一般的呼称である。

フリントガラスの製造方法は偶然的な発見によるものといわれ，その起源は，1615年,ガラス製
( 1)

造用燃料として木材を使用することが政府によって禁止されたことにさかのぼる。.木炭に代って石 

炭が採用されたことにより，石炭から発生する顿が溶解中の原料と接舰してガラスの純度を低下す 

るのを防止するため, 原料溶解用ポットに蓋がつけられた。そして，このようなopen p o t から 

closed p o tへの転換にともない，ポット内の原料を携押するめが困難になったので，強力な溶解 

剤として錯が添加された0 錯は，それ以前にはみられなかった光iT<をガラスにあたえる結果を生み, 

ここに透明度の高いブリントガラスが製造されたのである。

木炭から石炭への燃料の転換は，ガラス産業の地现的分布に廣響をあたえた。木炭を使用して繁

注（1 ) 1615itロ 5 月 23 日のジ;̂  イムスー世の法合 0 Albert Hartshorne, Old English Glasses  ̂ 1897,i>-4 1 3 ,に；j：る<
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労働貴族の古典的恃代におけるフリントガラス製造ェ
(2 ) (3 )

染していたS u r r e y と S u s s e xではガラス産業は急速に衰退し，代って，L G n d oiiに加えて，ニつ

の中心地が出現した。 N ew castle (upon Tyne) と S to u r b r id g eである。すな わ ち ， 1616年に
(4 )

Robert M an sellは London から N ew castle に移住し，1612年にPaul T y zack  が Stourbridge
(5 )

-に移住したのである。両地域とも’豊富な炭田を背後にもっていたのだ力' ; ,それに加えて，Newcastle

ではタイン河口の良港の存在が，また，S to u rb n d g eでは良質の粘土の産出力';,ガラス産業の定

着に有利な条件として作用した。栖包されたガラス製品はN e w c a s tleか ら L o n d o n へ石炭船で

運ばれ，帰路にはその荷船はK ing’s L y n n に寄港し，ガラス製造用の良質の挂砂を持ち帰った

のである。また，Stour V a l l e y の炭層下に豊富に存在する粘土は，ガラス原料溶解用ポットめ製造
(6 ) .

に最適であり，S to u rb rid g eの地方新聞が，「この製品（ポット）がさらされる途方もない熱に耐
(7 )

えられる他の物質は知られていないJ と記したものであった。その粘土はS to u rb rid g eで使用さ

れただけでなく，イングランドの他のガラス製造地にも送られ使用された。後年には，プメリカ,
( 8 )

フランス， ドイツにもポット製造用として輸出さ;k ている。

17世紀まには，ガラス産寒はLondon, Stourbridge, B r i s t o lお よ び N ew castleに集中してい
(9 )

た。B r is to lは17世紀中葉よりガラス製造を開始したが，近隣の K in g s w o o d 炭 田 と B r is to l港 

が存在したこと，さらに，ビールやサイダーの類の地方産衆がガラスビンにたいする大きな需要を生

)± (2 ) W, E. S. Turner, The British Glass Industry: Its Development and Outlook, in Journal of the 
Society of Glass, . Technology, vol. 6 ,1922 , p. 1 1 4 .最初のガラス製造の書面による許可は，すでに122碑に 

Chiddingfold の Wealden Village でなされた。(H. J. Powell, Glass-Making in England, Cambridge, 
1923, p. 1 1 . )また，G. H. Kenyon, The Glass Industry of the Weald, 1967.および，E. S. Godfrey, The 
Development of English Glassmaking, 1560—1640、1976.力、 初期のガラス産業についT 詳しい。

. ( 3 ) 1549年，8 名のヴエネ-ナアのガラス:]:がM u ran oよりイングランドに移住し，Londonに定fおした。1575年Giacomo 
V erzelin iはイングランドで21年問ヴ; ネチアガラスを製造することを許可された。17世紀初頭，L o rrain e出身の 

Robert M an sellが Londonでガラス工場を経営したが，この工場は，以前Verzeliniのものであった。（H‘ 
Powell, op. cit,, p. 126.)

( 4 )  Robert M a n se llはN ew castleの O u seb u rnに工場を設立し，1618年-に石廣を使用してガラス製造をおこなう 

特許をえた。（r /ぱ Victoria History of the County, Durham, v o l .エI, 1907, p. 3 0 9 .および， James Clephan, 
M anufacture of Glass in England : Rise of the A rt on the Tyne, in Archaeologia Aeliana, new 
ser., v o l .8,1880, pp. 180-226,)

( 5 )  D，R‘ Guttery, From Broad-Glass to Cut Crystal : A History of the Stourbridge Glass Industty,1956, 

p. 5. Stourbridge のガラス産業の起源にかんしては，D. N. Sandilands, The Early History of Glass- 
Making in the Stourbridge D istrict, in Journal of the Society of Glass Technology^ v o l .15,1931, 
pp. 219-27 .およひ*, Brierley Hill Advertiser^ July 2 0 ,1 8 6 7 ,を翁照。

( 6 )  S tou rb rid geのガラスポジト用粘土の揉掘許可は， 1印がに初めてあたえられた。 （Geoi*か Harrison, Stour­
bridge F ire  Clay, in S. Timmins (ed ), Birmingham and the Midland Hardware District, 1866, p‘ 133.) 
粘土は地SIより約150フィート下，石炭暦より45プィート下にあり，はぽ200エーカーにおよんでいる力最上質のも 

のは，はは*48エーカーで'ある0 (R, Simms, Contribiitions towards a History of Glass' Making and Glass 
Makers in Staffordshire, Wolverhampton, 1894, p , 10.)

( 7 )  Briarley Hill Advertiser, May 18 1867,
( 8 )  The Victoria History of the County  ̂ W orcester, 1906, voL II, p- 281.
( 9 )  B r i s t o lでは，ガラス製造は1685なiにEdwin D ag m aによって最お/におこなわれた。F. Buckley, The Early  

Glasshouses of Bristol, in Journal of the Society of Glass Technology, vol，9,1925, pp. 36 -61 .を参照◊
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みだしたととがB r is to lにガラス産業をひきつけたのである。これらの四地域の他にも，ガラス工場 

が Swansea, N ottingham , Y arm outh, K ing’s Lynn, Isle of W igh t などの分散した地域に;  ̂

数存在したが，18世紀になると，それらは，しだいに特定の地域に集中するようになった6 1 6 9 6年 

と1784年のあいだに,西ミグドランドのガラス工場数は;i®加し, イングランドとウェイルズのガラ 

スエ場総数に占める割合も，2 2 '3 % から25*0%へと増加し，ガラス工場がもっとも集中する地域と 

なった◊ 同じ期間に，L o n d o nではその割合が2 9 .7 % から:20力％へと減少し，全国で、第 2 位の位置

に転落している。- - 方，N e w c a s tleでは，11 ,7% から15 .0 % へと増加し，B risto lでは， 1 7 .0% か 
(10)

ら15 .0% へと減少した0 N ew castle地方では，18世紀をとうしてクラウンガラスに生産を特化する

ことによって繁栄し，世紀末には，「N e w c a s tleでは，石炭に次いで繁栄する産業は魏ではなくガ 
(11)

ラスであった」といわれるほどであった。S to u rb rid g eでは，その頃までにプロ一 ドガラスよりも 

フリントガラスとガラスビンを重点的に生産するようになっており，一•方, B r i s t o lでは，Kings, 

w o o d の炭田から充分な石炭がガラス産業に供給されえなくなったことから，ガラス産業は斜陽化 

していたが，B r i s t o lの南西8 マイルにあるN a ils e aでガラス産業が與起している。

法目すべきことは，19世紀中葉までにガラス産業の地理的再分布が完了したことである。 New­

castle  では， ほ ぱ 1830年以降，ガラス産業は徐々に停滞の方向に向っていた。その地城が享受し 

ていた水運という利点が，徐々に失われつつあったことが停滞の主要な原因であった。その頃まで 

は，N e w c a s tleを出港した石炭船がォラ、ノダなど大陸からの帰路に， 船の吃水の釣合いを保たせ 

るために船底に積むいわゆる脚荷として，ガラスの原料を積んで持ちかえっていたのだが，鉄製石 

炭船の発連ほその必要性を失わせ，N e w c a s tleのガラス原料の輸入が減少したのである。同時に, 

生産されるガラスの種類にも大きな転換が生じている。1830年以降，それまでのクラウンガラスが 

シートガラスに代替した。クラウンガラスの中心部に生じるbull’s e y e sとよばれる小円塊が，窓 

ガラスの大きさを制限していたが, フランスとドイツのシートガラス製法は, builds e y e s なしの， 

ヨリ大きなガラスめ生産を可能にし，しかも低価格で生産できたので，きわめてドラスティックに

クラウンガラスを市場から駆逐したのである。その駆遂を促進したのが，ある時期には原価格の3
(13)

倍も課せられた，クラウンガラスにたいする重税であった。 こうして，1850年代中頃にNewcastle 

地方に残ったダラ、クンガラス工場はわずか一工場となり，I860年代物めにはその工場も閉鎖され

注(10)' 1696年の数値は John Houghton, A Collection for rmifrotmnmt of Husbandry and Trade, 1692に，また， 

1784rfpの数値は Baileダs Directory of 1784, v o l.I - IV‘ .にもとずいている。百分率は，C. M. Brown, Changes 
ill the Location of the British Glass Industry since about 1833, Ph. D. thesis, University of 
London, 1970, p. 4も 5 1 .で計算されているものを引用した。

(11) Rev‘ V'anUe, An Impafit'al Msfofy o_f ffw.Totm anel Coimty .0/" Netv(：asNe upon Tyne and its 
Vicinityi 1801.(S, Middlebrook, Newcastle upon Tyne, Its Gfowth and Achi&ucM&ntt Newcastle* 1950, 
p . 1 4 1に引fflされたものo)

(12) Ursula Ridley, The History of Glass Making on the Tyne and Weaf, (T ypescript) p. 5‘
(13) G, B. Hodgson, The Borough of South Shields, Newcastle-upon-Tyne； 1903, p. 362,

-—— .2 4 ( 5 2 め 一
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注( 1 4 ) 残存した工場は，R. W. Swinburne & C o .である。（T. Salmon, South Shields, Past, Present, m d  Future, 
South Shields, 1856, p. 21.) Swinburne自身， 年に，fイングランドの技術発生地に，いまや窓ガラス製造 

の足跡すらない，. 、書いた。（R，. .W' .Swinburne, The M anufacture of Glass, in W. Armstrong and 
others (ed.), The Industrial Resources of the District of the Three Northern Rivers, 1864, p. 199,)

(15) G. B. Hodgson, op. ctL, p. 3 6 2 ,および,，Penny Magazine, vol. XIII, June 1844, p. 256.
(16) W. Waples, Glass-Making and Glazing, 1952, p. 4.
(17) iSeOrfp代初期に，Sunderlandの James Hartley and C o .の生産高は，イングランドで消費された，イングラン 

ド製のシートガラスの3 分の1 を占め，イングランド製のシートガラスの総額の約4 分の1 を占めていたo ( R ，W. 

Swinburne, op, cit„ p. 200.)
(18) Pilkijigtonは，.‘1773'年に設立されたBritish Plate Glass C om p an yに起源をもっている。その社史にかんして 

' .は，T. C. B arker, PUkington Brothers and the Glass Industry, 1960,を参照されたい

(19) H. J. Powell,oA clt., p. 96. Pow ellは，[N ew castleが,かつて精巧なプリントガラスの食器生速で注目すべき 

地方であったか否かは廣わしい■ !と書いていろ。リbid. ) .
(20) Bifmino-hamでは， Isaac H aw k ersが Edgbaston S t r e e tに小媒模のガラス工場を設立する1785年まで，ガ 

ラスが製造されたことはなかった。(S. Timmins, op. cit., p. 527, H. J. Powell, op. cU,, p. 104,およびThe 
Victoria Histoty of th& Coutify, W arwick, v o l .I I ,1908, p. 2 4 4 . )しかし，G. G. Alien は T食器！■しかんす 

るかぎり，その産業（ガラス産業）は175(Ki1與 S tourbridgeから（B irm in ghamに）ひろがったようにみえるJ 
と書いザいる。CG. C. Allen, The Industrial Development of Dirminghani and the Black Country, 1800

— 25 C5 2 ~ ' ■■

• '矜働唐•族の★典的時代におけるプリントガラス镇造エ

(ナ 一 *方，シv _トガラスは，1837年にCookson’s W o r k sで製造開始されたが，この工場は，その

て程を熟知しているフランスのガラスエを採用することにより，その製造を可能としたもので'ある。

そして， りラゥンガラスの衰退とは対照的に，シトガラスはその後，市場を拡大した。1840年代
(16)

にかると，S u n d e rla n dの Jam es H a r t le y が r o l l e d プレイトガラスを究明し’ その新技術は，

夷年採用されてきたb lo w n プレイトガラスにとって代った。' この種のガラスは耐久性かあり’透

明セ, しかも安価に生産されテこので，とくに夭窓やガラス天井に適し，工場や停車場などの建築か
(17)

増加するにともない, 大きな需要があったからである。

N e w c a s tleのガラス製造業者の競争相手は，St. H e le n sの同業者であった。ラン力シャーの炭

田と地元で採取される挂# は， S t  H e le n sがプレイトガラス産業の中心地となるめに有利であっ

すこ。衰退しつつあるB r i s t o lのガラス産業から多数の熟練工を雇用して’ 急速度に発展しはじめ>

19世紀初頭には， S t  H e le n sは N e w c a s t leに次いで二番目めガラス税多額納入者となった。
(18)

.St. H e le n sのガラス工場でもっとも大棵摸な企養は,かのP ilk in g to nである。ここで，N ew ca­

stle でもラソ 力シャーでも，19世紀前半にはフリソ トガラス部門はけっして繁栄していなかった 

ことに注意するべきだろう。1830年代に’ N ew cゆt i e ではわずかに5 つのフリソ トガラス工場が 

あったにすぎ(ギ, また，ランカシャでも，少数のフリントガラス工場が， Bolton, S t  Helens, 

W afriiig tO nおよび' M a n c h e s te rに散在していたにすぎなかった。 .

フリントガラス製造は，19世紀中葉まやに， 庄倒的にミッドランドに集中し， なかでもStour-

bridge > B irm in g h a m がニ大中心地となりている。B k m in g h a m のガラス産業は，他の地域よ
'  ( 20)

り若干遅れて18世紀後半に，玩具，ボタン，ガラス研磨のような小規模生産として出発した。だが，

城 》地 Bが;ね i減 偶 ，. 桃 训  め a 劇 .:!
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18世紀末から19世紀初頭にかけてガラス工場が多数設立され,比較的短期間のうちに大工場へと成
(2り

長するものもあり，S to u rb rid g eと競命するようになった。1830年代には，B irm in g h a m の 5 つ
(22)

のガラス会社の生産高が，す で に S to u rb rid g eの 1 1 の会社のそれを上廻るほどになっていた。 
、 (23)
F. & C. Osier Co. と Lloyd and Suminerfields Co. は Birm ingham  の代表的フリ.ントガ 

ラス会社である。1851年には, B ir m in g h a m に19のガラス盤造業者， 5 つ© シャンデリア製造業
(24)

者のはかに，12のガラスボタン造業者と 20のガラス玩具製造業者がいたと記録されて和り，また， 

1850年には，S to u rb rid g eに11のガラス工場があり, そのうち9 工場がフリントガラスを生産し
， (25)

ており，残り 2 工場がガラスビンを製造していたと記録されているので, 19世紀中葉には，Stour-

b r id g eのほうが, B ifm in g h a m より，フリントガラスに生産を特化していたということができよ

方，L o n d o n のガラス産業は，19世紀にはいるとさらに相対的® 要度を低下させ，大部分は 

ガラス敷造を中止して，ガラスの販売や装飾へと業務の転換をはかった。だが，そうした London

の停滞傾向のなかで， 2 つのフリントガラスエ場------ W hite F r ia rs W o rk sおよび Falcon W orks

—— が，あるときは大陸まででかけて熟練職人を確保したり，才能あるデザイナーを登用したり，

また，ガラス生産の新技術を導入したりして，安定的な生産を維持したことは注目されねばならな
(26)
い。スコットランドでは， E d in b u rg hの有名なH olyrood Glass W o r k s が19世紀初頭に創業

を開始しており，. 19世紀をとうしてュニ クなデザインをもつ良質なフリントガラス生産地として
(27)

高い評価をえ，安定した市場を確保した。 このように，L o n d o nや E d in b u rg hなどの地域では j

I
(21) 1789尔に Joh n sonと S h ak esp eareが共同でガラス工場を設立し， 1801年に，後者の息子William Shake- 

sp earijが ，Soho and Vesta Glass W o rk sを設立した。1807印-にはThomas O sierがやはりガラス工場を設 

立している。R.'K. D e n tは，こう書いている。「H aw k er氏力U785年に.B irm in ghamでガラスを製造しようと 

する最初の試みをなす以前には，ミッドランドの諸カクンテメ一はStourbridgeから（ガラスも，）供給されていた 

力’、, 18世紀末以前に，B irm inghamのガラスはStourbridgeや近廣町のガラスと激しく競争しており，その製造 

は急速にIS要な地方産業(C■なりつつあったJo (Robert Kirkup Dent, Old and New Birmingham, Birming­
ham, 1879, p. 342.)

W. H. B. Court, The Rise of the Midland Industries, 1600一 1938, 1938, p. 224,
Osier の工場については； British Industries : III, Glass, in Tinsley's Magazine, August 1899, pp. 343-53. 
およひ‘ Birmingham and General Advertiser, August 24 1 8 4 8 .に詳細に記述されている。

Birminghatn Mercury, May 17 1851. •
Brierley Hill Advertiser^ July 13 1867. Stourbridgeのガラス産業にかんしては，D. R. Guttery, op. cit., 
の他にH‘ J. Haden, The Stourbridge Glass Industry in the 19th Century, Black Country Society, 1971, 
.および，.H. W. Woodward, The Glass Industry of the Stourbridge District, in West Midland Studies, 
v o l .8,1976, pp. 3 6 -4 2 .を参照。

(2の W hitefriars W o rk sは，1680ifiにWilliam D a v isにより設立され，のちにWilliam rcn v e ilの手に入ったも 

のだが，P o w ellは職人やデザイナーを熱心に傑し肩用した。また1693̂ 1̂ , Francis Ja ck so nによりBlackfriars 
に設立されたFalcon W o rk sは, ’一世紀後，P e lla tt家の所有となった。Apsley P e lla t tもまた，ガラス/4ニ_まの 

新技術を揉用ずるのに熱心で，そのfiめのため大陸にでかけている。

(27) Holy rood Glass W orks の起源は， 1812 尔に Willimn Ford によって設立された Caledonian Glass Works 
' であるo Edinburgh and Leith Flint Glassworks が Alexander Jenkinson によって設立されたのがiS&Kp。
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労働貴族の古典的時代におけるプリントガラス製造ェ

S to u rb rid g eのプリン トガラスとの市場競争に耐えうるために，ぞの地域の独自性をもつガラス 

製品の製造が要求されたのであり，これに■対応できた地域やは，怠成長こそみられなかったが，‘安 

定的な生産を維持することができたのである。ヨークシャーの小都市では事情は異なっていた。そ 

こでは，19世紀中葉にガラスビン:！：場が辦生したが，そのなかには，薬ビンとして使用されるプリ

ントガラスビンエ湯も含まれていた。これらの工場は，富裕な労働者か蓄積した自己資金で設立し 
, (29)

た工場として，同時代人たちにしられていたものである。

アイルランドのガラス産集:は,イシグランドやスコットランドのそれとは異なった発展経路をた

どった。アイルランドで最初にガラス工場を設立したのはP e n r o s eであり，1783年，W aterford
(30)

においてであった。かれは， S to u r b r id g eから熟練ガラス製造エを移入して生産を開始したが， 

多くの工場が， P e n r o s e に'0 づいて設立され, そめ'高い技術はプイルランドの力ットi f ラス製法 

として世界的評伽を受けるにいたった。アイルランドのガラス工場は石炭を南ク:Uイルズから確保 

し，原料港解用ポットの粒土はS to u r b r id g eからえていた。だが，こうした繁栄は，1825年のアイ
(32)

ルランドのガラスへの重税によって中止を余儀なくされ，以後，急速に衰退しはじめる。1825年に

アイルランドにあった11のガラス工場は，1852年にはわずか3 工 場 （2つはDublinに，1 つはBelfast 
(33〉

となった。W a t e r f o r d のガラス工場は1851年に閉鎮されており，失業したガラスエが B elfast 

へ移住した。そこではガラス産業はなお1870年までかろうじて存在し/こ。そして，衰退していくア 

イルランドからガラス製造ェが,こんどは逆にS to u rb rid g eに移住したのである。 .

第 二 節 19世紀第3 ，四半期におけるガラス産業

19世紀第3 . pg半期のフリントガラス産業の発展には，三つの主要な特徵がある。その第一は，

以後’ F o r d と Jenldns'onは，Edinburghのプリントガラス生産を競う両雄となった。

注( 2 8 ) ヨークシ.ャ一のガラスビン産業の歴史については， David Brundage, The Glass Bottle Makers of Y ork­
shire and the Lock-Out of 1893, M, A. thesis, University of W arwick, 1976, Chapter I (pp. 1-31.)参照。

(29) E. J： Hobsbawm, The Labour A ristocracy in Nineteenth-Century Britain, in Labouring Men, 1964,

p. 296. . .
(30) D. A. .Chart, An Economic History of Ireland, Dublin, 1920, p. 86. D. N. Sandilands は，1785年に

Stourbfkige'のガラズfe iiillH illが，rウドスタ'一州でかれがえると.とのできた最の労働者め一組とともに，プイ 

ルランドに移住したJ と招摘している。（D. N. Sandilands, The E arly History of Glass .Making in the

Stourbridge D istrict, op. cit., p. 227.)
( 3 1 ) M. S. Dudley Westropp, Irish Glass, mO, v - 171* 176. ‘
(32) 1815年にC o rk に Daniel F o le yにより設立されたW aterloo Glass House C o .は，100名以上の従業貫を屈 

用し，最上資のプリントガラスを生産していたが， 183神 -に‘閉鎖された。 I8! 8年に，同じく C o r k に設*された

’ T errace Glass W o rk sは，1830ip代に約40名のガラス研鹿エを履用し燭台やランプや炎器を製造していたが，

18414fiに C ork .の最後のガラス工場となった。(E. N‘ Enville, English and Irish Cut Glass, 1760-1950, 
1953, p. 62.) ■ '

(33) Mj S. Dudley Westropp# op. dt.i p. 142.
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フリントガラス産業は，他のガラス産業諸部門がたどったのと同核!の黄金時代をこの時期に経験し 

たことである。たしかに，この期の繁栄は，プリソ トガラス製造エが労働貴族として#在するため 

の必要条件を形成した。第二の特徴は，19世紀中葉までに完了した，フリントガラス産業の地理的與 

分布の類型が，この第3 •'四半期に固定化したことであり， ミジドランドの，とくにStourbridge 

のフリントガラス製造の中心地としての比重がいっそう大きくなったことである。 だが， New. 

c a s t l e 地方を中心とするp re s s e d ガラスの出現は，19世紀中業以降に生じた新しい特徴として看 

過することはできない。p re s s e dガラス 生 は ，ョリ低い技術で可能だったため，後に詳しくの 

ベるように，伝統的な熟練を要するb l o w n ガラスの製造業者と製造エに舍威をあたえた。第三の 

特徴として，フリントガラス産業には，生産工程に急激な変化を生じさせる新技術はこの期も導入 

されず，p re s s e dガラスのぱあいを別とすれば，数世紀間っづいて.きた伝統的技術に依存しつづけ 

たととがあげられよう。工場の規模は依然として小さいままであったし， 4 人 1 組からなる rチ -  

ア 一」" C h a i r "が，あいかわらず労働の最小基本単位として炒能しっづけた。すべてこれらの伝 

統的要因は，旧式の職人意識が存続するための条件となったことは，いうまでもない。

1845年におこなわれたガラス税の最終的撤廃は，疑 も な く ，その後のガラス生産の急速な拡大 

のための前提条件をなした。ガラスにたいする重税が, プリテンのガラス産!！の発達を阻害してき

たことは，よくしられてV、る。それは最初，1695年に課せられ，間もなく1698年に撤廃されたが,
(34)

1745年に再び課せられ，以後1845年までつづいたのである。撤廃の前年 , 1844年に, Penny Maga­

zine は，こ の 「i t 悪すぺき」（obnoxious)税について, つぎのように書いている。

rその規制はひじょうに拘束力があったので，製造業者は大規模な新しい試みをすることも 

できないし，何らかの改良をほどこすことも，多少の小さな改良を除けば,，できないのである。 

… すべての炉，ポット，ォヴン，および含庫は登録されねぱならない。すブての『チャージ』, 

すなわち原料の充填は，役人の統制のもとにおこなわれなけれぱならない。アニー リング（焼 

なまし用）• オヴンからとりだす.のは，すべて決められた時間でなければならない。ポジトめ製

造そのものから販売のためのガラス製品の棚包にいたるまで，すべてが議会の法律による所定
(35) ,

の方式にしたがってなされている。J

1840年代後半の一般的経済不況ののち，ガラス産業は繁栄期に入る。 1851年 に L o n d o n で開催

された大傅覽会が，この繁栄の刺軟となったことは^^定できない。 ク.リスタルパレス建造のための
(36)

ガラスは，ro lle d プレイトガラスの生産を直接的に拡大したし，また，クリスタルパレス内に展示

注( 3 4 ) ガラス税については，H. J. Powell, op. cit., pp. 153-7 .および D, N. Sandilands, The L ast F ifty  Years 
of the E xcise Duty on Glass, in Journal of the Society of Glass Technology, v o l .15,1931, pp. 231-45 
参照◊ ■

(35) A Day at a Glass Factory, in Penny Magazine, vol. XIII, June 1844, p. 256,

( 3 6 ) クリスタルバレスのプレイトガラスは， H artleys, C han ce,およぴP ilk in g to n sの主社が生産した。Ijam es'

28(5^ 4)
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労働貴族の古典的時代におけるプリントガラス製造エ

されたプリントガラスは，プリチンの高い技術水海を誇示することになった。そこには18のフリン
(3り

トガラス製造業者が製品を展示し，『真に類まれなJ (truly e x tr a o rd in a ry )ものという讚辞をえた

が，なかでも，B irm in g h a m の O s i e rの工場が出品したシャンデリアへの讚辞は最高のもので

あった。Elihu B u r r i t tは, 1868年に,こう書いている6 「あの,はじめてのクリスタルパレスに

辰示されたものをみた，さまざまな国の多数の人々が，もっとも印象的で魅力的で，もっとも記億

に残ったものについて，もしも投票をしたならば，大多数の人々はG s l e r出品の水晶の衆を選ぶ 
(38)

だろう」と。 これは，プリントガラス産業の黄金時代の幕あけであった。

ここで, その後のフリントガラスの発展の推，をみるために，輸出額を検討しよう。19世紀には， 

生産額を直接示す就計は存在しなかったので，その変化を反映するものとして，輸出にかんする数 

値を使用することが許されよう。1850年から1884年までの5 年間群に集計された輸出額は，第 1 :

1 表に，" ガラス総計" とフリントガラスとそれぞれ別個に示されている。この表によると，50年代 

前期から7 0 年代前期にかけて，プリントガラス輸出額は2 . 1 倍になっており，" ガラス総計’’では 

〔表 1 : 1 〕全ガラスとフリントガラスの輪出額（1850—84律） 、

" ガラス総計 " フリントガラス (B)/{A)

年
輸出額 

(£ 1 ,0 0 0 )
増加率

(% )
輸 出 額 （B) 

(£ 1 ,0 0 0 )
増加率

(% ) (% )

1850—54 2,248 100.0 718 100.0 31.9

1855—59 2,929 130.3 896 124.8 30.5

1860—64 3,404 151.4 1,334 185.8 39.2

1865—69 4,029 179.2 1,392 193.9 34.5

1870—74 5,360 238.4 1,511 210.4 28.2

1875—79 4,378 194.8 1,316 183.1 30.1

1880—84 5,099 226.8 1.477 205.7 29.0

op. cit., p. 133.よリ算出。

2 * 3 8 倍となっている。輸出額の増加が，輸出量の増加よりもむしろ輸出品の価格の変化によって

生じたと信じる理由はないので, こC0期間の増加は輸出量の急増を示すとみてよいだろう。だが，

1870年代まで絶えず増加する傾向にあった" ガラス総計" の輸出とは異なって，フリントガラスの輸

出は，1850年代後半に停滞していることに注意する必耍がある。この停滞は, 1855年の不況と1858

H artleyの特許ガラスが，1851年の壮大なクリスタルパレスを可能にしたと.いうのは正しいd  (W* Waples, op. 
ciL, p. 4，）

注(37) Birmingham Mercury, May 171851.博覧会に出品したガラス会社の-^覚まはH. J ‘ Powell,op. ctL, pp. 160-1. 

に掲げられズいる。
(38) Elihu, Burritt, Walks in the Black Comity and its Green Border-Lahd, 1868, p. 118. J. Ward もまた 

同様の讚辞をおくっている。[■この会社はガラス製造の技術を現在の完璧なものにまで高めた。それは，たんに光の 

透明庇や金腐のような透明な純粋度があるだけでなく，ダイアンドのような性質が# るからであり，それは光線を 
吸収したよりもいっそうの輝やきをもって，眼に反射する性質であるoJ (J. Ward, The World in its Workshops,
1851, p. 132.)

— — 2 9 (5 2 5 ) ----
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一59年のフリントガラス叙造エの6 力月にわたる大ストライキとによるものである。そして,つぎ 

の10年間の前半には，フリントガラスの輪出は" ガラス総計，，のそれよりもョリ急速に墙加している。 

その後1870年代中頃ま’でプリントガラスの輸出は増加しつづけ，1873年には頂点に達し，年間輸出 

額は35万 9 千ポンドを記録している。しかし，1877年にフリントガラス産養を襲ったボ況は，70年 

代後半の輸串を減少させ，80年から84年にかけて輸出が若千増加したにもかかわらず，85年以陈， 

再び減少した。 このように，中期ヴィクトリァの経済プ^ ムのなかで,フリントガラス産業もまた 

1850年以降70年代後半まで黄金時代をもったけれども，顕著な繁栄を50年代ではなく，60年代に経 

験したことはとくに注目する必要があろう。，

しかしながら，その繁栄する60年代でさえも，外国製ガラスが，緩慢に，しかし着剪'こ，プリテ 
, (39)

ンのガラス産業を侵食していた。ベルギー缀のタンプラーとワイングラスは，圓内と国外の市場と

で，プリテン産を駆遂しはじめていたし， ドイツ製のガラスもまた，危険な競争者として登場して

きた。その頃，プリチンの一 部̂のガラス製造業者や製造エは，このような外国製品との競学を脅威

と感じはじめている。1868年に労働組合にかんする王立調査委員会で， ミッドランド，フリントガ

ラス製造業者協会 Midland Flint Glass M anufacturers A ssociation 会長の George Lioyd は,

ここ数年間，ガラス産業では r利潤が減少したが，わたしはをれがすべて労働の価格（の上昇）の

ためであると力〜あるいは労働者が不足したためであるとは考えない。なぜなら，外国との競争
(40)

がーつの要因だからであるj と誕言している。また，B irm in g h am のガラス製造エ ;W. T . Swene

は，1867年 , バリ博覧会に技術協会から視察のため他の労働組合代表とともに派遣されたが，帰国

後その協会に報告したなかで，「大陸とわが国の（ガラス）製造業者とのあいだの競学においては，
<4り

前者が決定的に有利であるJ と警告した。だが，他の大多数のガラス製造業者と製造エたちは，イ 

ギリス製フリントガラスは良質なので，外®製によって市場から駆逐されるととはないだろうとい 

う素朴な確信をもっていた。たとえば，G lasg o w の C ky Flin t Glass W o r k sの製造業者James 

Couperは，1878年 4 月になって，こう述懐している。 「数年前に，外国製ガラスが輸入されたと 

きには，雇用者も被雇用者もともに，，それは原料もすこぶる劣悪だし，形も恶いので，われわれに 

は影響をあたえないと考えた。だが，いまや輸入された多くの製品は，原料も形もんれわれのと適 

色なく，価格も低いので，国産品の販売を著しく妨:げているJ と。たしかに，伝統的製法の固執が, 

外国製品との競争に勝禾!jするための諸方策の実施を遅らせた。 Flint Glass Makers M agazineは,

注( 3 9 ) "ガラス総f r における輪出額/輪入額は，1868ギ以後1.00以下になった。1850：fp代の平均比率は4.86, 60ip代は1.42, 
70年代は0.68, SOifi代は0.61であった。(W. E. S. Turner, op. dt„ p. 1 3 3 ,の数値よりf|.算‘）

(40) Royal Commission on Trade Unions, 10th Report, 1867-68 (P. P. X X X IX ), Q .18346,
(41) Refwrts of Artisans, selected by a Committee (it>pointed,by the Council of the Society of AHs to 

visit the Paris Universal Exhibition, 1867, 1867, p. 144.
(42) Capital and Labour, April 3 1878. ^
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Flint Glass Makers Magazine  ̂ voL VIII, p. 935*
Brierley Hill AdmfUser^ March 22 1879.
Factory Inspectors^ Report ending October 3 1 1880, 1881 (P«̂  P* X X III)，p- 6. 
Flint Olass Makers Magazine, voL IX, p. 736‘
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1877年 2 月につぎのように書いた。

「数年前，雁用者たちは，外国製（ガラス）は自分たちの生産する最上質のフリントガラスに，

原料の色¥ 光沢の点で'競条することができないので，外国から.の侵入にたいしては安全である

と考えた。しかし，色や光沢の困難さは克服されてしまい，雇用者は，多くのぱあい，外国製
(43)

ガラスの質がかれら自身のものと等しいということを容認している。J

かくして，ガラス産業の状況は悪化し， 》U 8 7 9年には，「外国製ディ

カンターの完成品が，イギリスの工場で研磨に要する費用と同じか，わずかに高^、程度の価格でも
(44)

りてミッドランド地力で大量に壳られているJ と，記4すに書いたほどであった0 工場監督官が，フ

リントガラス産業はr外g との競争の結果，大きな被言をこうむっている0 われわれの地位を維持
(45)

するために大きな努力力，'払われているJ と報告したのは，1880年であった。これは，フリントガラ 

ス製造業における黄金時代の終幕だった。

以上述べたような1850年以降のフリソ トガラス産業の発展過程は，失藥数の推移にも反映してい 

る6 第 1 : 2 表が示すように，フリントガラス産業の平均年間失業率は1850年代には10% を越えた 

が，60年代と70年代前半には10%以下になった。失業率が10%以上を示す年は，1852年，55-56年, 

61-62年， 68 -  70年，77-81年であり（付表B ) , いずれもガラス産業の不況の年である。 とくに1877

〔表 1 : 2 〕7 リントガラス製造エの失業率

年 年間平均失業率

1853—54 10.5
1855—59 12.7
1860—64 9.8
18 65-69 8 .9
1870—74 8 .5
1875—79 15.0
1880—81 18.2

(資料） Flint Glass Makers Magazine, v o l.I一 v o l.X I  
(DQuayterly Report (1853年から1881年まで）に 

報告されている先業保険受給者名簿より算出。

1 ) 算出：方法は，忖表B をみよ。

年にはじまる不況は，70年代後半の失業率を

15%以上に上昇させた0 1879年 1 月には，フ

リントガラス製造エ友愛組合Flint Glass

Makers Friendly Society の書記は , . rわれ

われは新年を悲観的見通しのもとに迎えてい

る。当産業が発展するという展望はほとんど

なく，多数の失業者がでそうである。すでに

この3 力月間に6 0 名 が （失業者） リストに加
(46)

わり，組合員失業者は500名以上になっているJ

と述べた。さらに, 80年代初期には,失業率は 

18%以上を記録している。黄金時代がいかに高い失業率をもって終幕を迪えたかがわかるであろう。

では,.このようなガラス産業の発展のなかで，雇用構造はどのように変化しためだろう力\ >まず 

はじめに，フリントガラス製造エをもふくめた，全ガラス逾業労働者数についてみることにしよう。 

1851年から81年にかけての30年間に，ガラス産業の労働者の全国総数は10,238名から23 ,295名へと
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(47)
2 倍以上に増加している。その30年間のすべての10年間が絶えず肩用の増加を示しているけれども， 

そのなかで71年から81年までの10年間の増加率は9 .4 % ときわめて小さい。この数値は，19世紀のい
(48)

かなる10年間の増加卒よりも小さく，70年代の不況の深刻さを端的に示している。ところで, 51年 

とみ1年のあいだに，ガラスま業における属用の増加は，イングランドとスコットランドのすべての地 

域で記きされたが，その増加率には地域的偏差があり，したがって，各地域の全国ガラス産業雇用総 

数に占める比重は変化している。第 1 : 3 表が示すように，西 ミッドランド地方では，全国ガラス産 

業労働者総数に占める割合は，1851年の2 8 .9%から81年の2 1 .4%へと減少し，また，N ew castle地 

方でも , 同じ期間に，その割合は2 0 .0 % から1 3 .8%へと減少している。L o n d o nとB r is to lも同じ運 

命をたどった0一方，これらの地域とは対照的に，ラン力シャーとヨータシャでは顕著な雇用の増 

〔表 1 : 3 〕 全ガラス産業およびフリントガラス産業の雇用者数の地域的分布 

■ (1851—81年）

年 1851年 1861年 1871年 1881年

地城
ガラス
総 計

フリント
ガラス
(18ね年)

ガラス
総 計

フリント
ガ ラ ス

ガラス
総 計

フリント
ガ ラ ス

ガラス
総 計

フリント 
ガ ラ ス

W est Midlands 2 8 .9% 39 .6% 27 .0% 41.3% 21 .0% 39.2% 21.4% 40 .9%
Newcastle area 20 .0 9 .4  « 18 .8 7 .5 17 .4 4 .3 13 .8 5 .2
Bristol area , 2 .6 0 .7 1 ,8 0 .5 1 ,9 0 .2 1 .1 0 .2
London 16 .2 8 .1 12 .9 2 .6 14 .6 3 .0 12 .7 3 .3
Lancashire 17 .8 2 0 .8 20 .5 22 .1 21 .8 30 .3 25 .7 2 6 .3
Yorkshine 7 .2 11 .9 10 .2 14 .3 12 .0 13.4 16 .7 14 .6
Scotland 5 .8 9 .5 7 .3 11 .7 9 .1 9 .6 6 .7 9 ,5
その他 1 .5 0 .0 1 .5 0 .0 2 .2 0 .0 1 .9 0 .0

総計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

(資料） 1 ) 全ガラス産業労働者は1め1年、61年, 71年,.81年のセンサス統計まよりC. B. Brown, op. cit., 
p. 77, 84, 90，によって算出されたもの。

2 ) フリントガラス製造工数は、FUnt Glass Makers Magazineの Quarterly Rゆortから 

られる* 1852年，61年，71年、81年のフリントガラス製造エ友愛組合'の支部別組合員数力、

ら算出したもの。上表力はアイルランドを除いて算出している。

加がみられ，とくにランヵシャ一では，1871年にその割合は全;life域のなかで最高値を示すようになt), 

その後も増加をつづけ，1881年には全国ガラス産業労働者総数の約4 分の 1 を占めるにいたった。 

スコットランドでは，1850年代と60年代には肩用数の若干の増加をみたが, 70年代には減少している。

このような雇用の地域的推移は，それぞれの地域のガラス産業の構造，とくに，その地域に集中 

するガラス産業の種類の変化の結果として説明することが可能である。1858年にシンジケートがイ

注(4ア） 185Kfiと1881i!pの，印刷されたセンサスのまによる。厳密にいえぱ，この数値にはガラス製造業者‘ （= ® ;n者）もふ 

くまれているし， と81カ1センサスでは分額の方法があ:干相逸している◊ ただし，両者ともがラス販虎人はふくま 

れていない0
0 8 )  C‘ M. Brown, op. ciL, p. 90. •
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ングランドのはとんどすベてのプレイトガラス生産を掌握し，60年代中頃までにその生産はBirm . 

ingham の Chance .B ro ., St. Helens の P ilk in g to n s ,および South Shields の H artleys の三
(49) .

社に集中された。1870年以降になるとH a rtle y sは他のニ社との競争に败北し衰退するが，このこ

とがN e w ca stle地方のガラス産業P 用の比重の低下をもたらしだのであり， 一方， もっとも発

原したP ilk in g to n sは， ラン力シャーのガラス産業雇用の比重の増加を生みだしたのである。 プ

レイトガラスのような大規模工場がこの期間に集中した地域は，大量の労働者を雇用するため，そ

の地域のガラス産業労働者0 比重を著しく増大させたのである。

では，つぎにフリントガラス製造エの地域的分布の特徵をみることにしよう。前述したように,

フリントガラス産業がもっとも集中するようになったのはミッドランドであるが，第 1 : 3 表が示

すように,そこにはプリントガラス製造エの全国総数の約40%が為中しており，1852年かち81年に

かけて，その高い比率にほとんど変化はない。一方，N ew castle地方では事情は異なり，1852年に

はその比率は9 .4 % にすぎず，しかもその後減少をつづけ，81年には5 .2 % となった。これと同じ衰

退傾向は，L on d onでも，ョリ小さな程度ではB ris to lでもみられる。，これと反対に，ラツカシャ

一とョークシャーではフリソ トガラス數造エの比率は比較的高く，1852年にはそれぞれ2 0 . 8 % と

11‘9%を占めていた。いずれり地域もその後増加する向にあったが,とくにランタシャ一ではそ

の比率は1852年の2 0 .8%から71年の3 0 .3% へと急増している。これはM an ch esterにおける当該期

間のフリントガラス生産の急速度の成長によるものである。’ なお，ラン力シャーの比率は1明1年に

は2 6 .3%へと減少を示しているが，これは，急速5̂こ拡張してきたM a n c h e s te rのフリソ トガラス

産業が，他の地域より朔く70年代後半の不況の影響をうけた結果である。スコットランドの状況は

独特である。そこではフリントガラス製造エの全国総数に占める割合はけっして大きくないが，こ

の期間をつうじ約10% と安定的な率を示している。

Newcastle地方の p re s s e dガラスが，1850年以降の新しい特激の一つであることはすでに指}^

したが，このガラスの製法は，1820年代にプメリ力で発明され，間もなくイングランドに入り，導
(5り

入初期にははとんどがミッドランドで製造されていた。だが,それは伝統的技術に依存するミッド

>±(49)

(50)

(61)

このシンジケートは，rただちに，当時稼勘していた7 工場のうち2 工場を閉鎖して，支出を縮少し，生産を制限しつ 

づけた。St. Helensののガラス工場と，Ravenheadの1 つの工場とSouth ShkddsのSwinburneの工場が， 

按動しつづけたoj (G, B. Hodgson, op‘ cit,, \x 364, および The Victoria History of the County, Durham, 
voL I I , 1907, p. 310.) '■■■
George S. and Helen MacKearin, American Glass, New York, 1941, p. 334. および L. W. Watkins, 
American Glass and Glass Making, 1950, p. 65,最初の pi*essed ガラスの特許は，1825^^9月 9 日にP itts­
burgh の J. P ‘ Bakewell and C o .によゥて取得された。（MacKearin, ibは , p. 334')
1832irこにS tourbridgeの R ichardson工場がクリントガラスをプレスする機械をイソグランドにはじめて導入し 

た。問もなく Birmingham の Rice Harris と Bacchus and Green, Dudley の Tholnas Hawkes や 

Stourbridgeの Sheely and D a v is力; これにつづいた。1849银に開他されたBiriningham展覚会では， Rice 
Harris* Bacchus，および Lloyd and Summerfieldsがpressed ガラスを展ポしている。 （Hugh Wakefield, 
Nineteenth Century British Glass, 1961, p. 5 9 0  また，1851年の大博!^会では， Rice Harris 力く pressed

■ ，|， 3 3 ご5 2 0 )   ..
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(52)

ランドの熟練ガラス製造ニの反対にあい，そこの p re sse dガラス製造業者はこれ以上その生産を継

統することに困難があると半IJ断して生産を中心し，その結果，p re sse dガラスはガラス産業が衰退

しつつあるN e w c a s tle地方に活路をみいだしたのである。p re s s e dガラスはほとんどあるいはま

ったく錯をふくまない故，光沢はないがきわめて安価に製造することができた。それに加えて，デ

ザインは単純で，機械による大量生産が可能であったので，b lo w n ガラスよりも生産性ははる力、 
(53)

に高かった。ふつうの消費者の眼には，p r e s s e d ガラスはb l o w n フリソ トガラスとほとんど区別

がっかなかったので，こうした諸要因は，当然の結果として，鉄道網の拡大にともない急速に市場

を拡大し, ミッドランドでも販売されるようになった。N e w c a s tle地方のG a te sh e a dの Sower-

by’s Ellison F lin t Glas W o rk sは，こ の p r e s s e d ガラス製法.を採用し大成功をおさめたが，そ

の会社の当事:者がI860年代中頃に証言したように，成功の原因の一っは, 「b lo w nガラスの製造業

者力，>强く束縛されていた，熟練ガラス製造エの団結から，p re s s e dガラスの製造業者はきわめて自 
(54) .

由である j からであった。N ew castleの辰退しつつある b low nガラス産業にとり，p ressedガラスは 
(55)

まさに起死回生であった。こうして，1865年 に Ellison W o r k sゆ450名を雇用し，「全国のpressed
(56)

フリントガラスのなかで最大の製造業者J となり，1880年初めまでに700名から1000名を雇用する
(57)

「世界最大の p re sse dガラス工場」にまで発展した。1868年にはGeo. Davidson & C o .も Gates-
(58)

h e a dにp re s s e dガラス工場を設立し, G a te sh e a dが‘p re sse dガラス生産の中心地となるのである。 

もちろん，bknvnフリントガラス製造エは，p re sse dガラスの生産拡大を，|}らの熟練を無効なも 

の i し，特権的地位を切り崩すものと感じ，ミッ/ ドラソドでは友愛組合が製造業者とともにpressed 

ガラスに反対するのであるが，この点については，他の享で述べることにしよう。

最後に，フリントガラス産業の工場規模について検討しよう。N e w c a s tleの p r e s s e d ガラスエ 

場が大規模であったのと対照的に，blow nフリントガラス工場は小規模であった。全国的統計とし 

ては，ラリントガラス製造ェ友愛組合が1857年に各支部から報告を求めておこなった調査が唯一の

ガラスを展示した唯一の企業である。（JH，J. Powell, op. cit., pp. 1 6 0 - 1 . ) '
法( 5 2 ) じじつ，1848华 に B irm in g h am のフリントガラス工場で生じた大ストライキは，プレス機械の導入が原因であゥ 

た。このストライキについては，後述。

( 5 3 ) たと免ぱ，1860ip代初めに，fある工場は以前は年間35万量ポンドのb low nフリントガラスを生産していたのが， 

いまでは300方500.®量ボントのp re sse dガラスを製造しているoj (R. W. Swinburne, op. a'L, p. 201.)
(54) Children*s Employment Commission, 4th Report, 1865, (p. p. X X ), p. 182, Q .19,
(55) R. W. Swinburne は， 1863年にNewcastle で03他され：fc社会科学協会 Social Science Association で報告 

したなかで，つぎのように述べた。rblovviiフリントガラスの製造は，この近隣（T y n e 河岸付近:）では50% 減少し 

たが，p re sse dガラスめ製造は最近この地方できわめて®-筋であり，成功をおさめている。j CR- W. Swinburne, 
Op, cit.y p. 201.)

(56) ChUdren’s Emわtorment Commission, 1865, op, ciL, p‘ 182, Q .1 9 .引用されズいるのは， Ellison Works の 
パートナ-^の Nevilleの'言明。.

(57) Newcastle Chronicle  ̂ October 2 1 1882.
(58) Newcastle and District ； An Epitome of Results and Manual of Commence, 1889, p , 169. および L， 

Fraser, Pressed Glass—A Short History of Geo* Davidson & Co. Ltd,, 1867- 1948, Newcastle, 1948, p.
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労働賢族の古典的時代におけるフリントガラス製造エ 

ものである。それによると，23支部のうち回答のあった12支部では，42の工場が1 ,2 4 4名のフリン 

トガラス製造エを雇用していた。この数字は，組織された組合員に限定されてはおらず，じっさい 

に雇用されていたものの総数であるが，し力、し，T a k e r - i n とよぱれた肥童ガジス製造エはふくま 

れていない。第 1 : 4 表が示すように，一工場当りの平均規模は，M an ch esterを除けぱ，50名以

〔表 1 t 4 〕フリントガラス工場数と製造工数（1857年）

地 域
フリント
ガラス工場数

フリントガラス
製造エ雇用数

工場当り 
平均雇用数

Stourbridge 11 3 1 1 名 28 .3  名

Birmingham 10 305 35.0  '
Manchester 2 197 98.5
Newcastle 7 ' 178 25.4
Edinburgh 2 52 26.0
Dudley 3 52 17.3
Rotherham 1 、 47 47.0
W arrington 2 43 21.5
Longport 1 24 24 .0
Dublin i 16 16.0
Worsbrodale 1 10 10.0
Bristol 1 9 9 .0

総 計 42 1,244 29 .6

(資料）フ1)ントガラス製造！:友楚組合により，1857年におこなわれた全国調查統計より算 

出。調查統計はFが" ' びs M iゆ3!ゴ》0, v o l .III, P. 2 4 8に収録。
1 ) T alcer-inは表の数値にふくまれていない。

下であり，平均約30名である。B irm in g h a m では10工場に305名の製造エが肩用され，平均35名， 

S tou rb rid g eでは11工場に311名が雇用され,平均 2 8 . 3 名となっている。1851年 の Birm inghm n  

M e r c u r yは,プリチンのフリントガラス製造エの総数は約1 ,0 0 0名で， r200名から300名のガラス 

.'製造エ，および，それと同数のガラス研磨エがB irm in g h a m で雇用されているJ と推計してい 

る。18S0年 の M orning C h ro n ic leもますこ，rB irm inghamのフリントガラス製造寒は，ね210名p ガ 

ラス製造エ，および，それと同数のガラス研磨エを肩用しているJ . と推計している。1850 年頃の 

B irm in gh amには10のフリントガラス工場があったので，ガラス製造エと研磨エが同一工場で働 

いていたと仮定すれば，一工場の平均規模は，ガラス製造エが20名から30名，研l i i もほぽ同数で 

あったとみてよいだろう。みo u rb rid g eにかんしては，多少とも正確な数字がえられる。1861年の 

センサス個票の集-計結果は，Stourbridgeには389名のプリソ トガラス製造:！：と432名のガラス研磨 

ェ，さらに27名のガラス彫刻師がいたことを示している。その他に，t e a s e rや p a c k e rのような

法〔59) Birmingham Mercurv, May 17 1851. 
C60) Morning Chronide, December 23 1850.
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D. R. Glittery, op, cU,> p‘ 135.
The Victoria History of the County, Stafford, v o l.II；1967, p' 228, 
Children*$ Employment Commisson, 1865, op. ciL，p. 2 3 1 ,Q .101， 
Ibid,, p. 234, Q* 124.

— — 3 6 ( 5 5 -2 ) 一 —

r三旧学会離誌r  70卷 5 号 （1977印J0月：) - 

ガ ラ ス 産業に従事するその他の労働者が164名いる。その当時，Stourbridgeには1 1のガラスエ場が 

あったので，平均規模はガラス製造で約35名，ガラス研磨で約40名と計される。1861年のその地 

域の 6 つの工場の雇用数は，第 1 : 5 まに示されている。この数値は，同じくセンサス個票からえ 

r表 1 : 5 )  S to u rb rid g eにf cける6 工場のガラス製造工 数 （1861年）

プリン トガラス製造業者名 サ3子 少年 婦人 総計

William Walker 74名 24名 98名

John Davis 69 16 9 94

William Richardson 70 16 6 92

John Rena Id 51 25 76

Frederic Stuart 50 13 9 72

Edward Webb 30 8 38

被雇用者数

资料） CetiSHs Enumerators^ Books of 1861, Stourbridge.
1 ) S tou rb rid geのすベてのガラス製造業者をまわしているのではない。

られたものであり，製造エと研磨エの合計数を示している。センサス個票には，本来，

を記入する欄はないけれども，表中の数字は，センサス記入者が各製造業者の家族調査の欄外に偶 

然記入したものであり，正確度は高いとみてよい。いずれにせよ，工場規模は製造エと研磨エ等を 

合計して，100名以下であったとみてよいであろう。

ただし，この表にはふくまれていない， ‘crib s men’が存在していたことに注意しなければなら 

ない。tcribs，とは，親方自身が働き，家族労働力を使用したり，せいぜい数名を雇用している，きわめ 

て小摸摸なガラス"工場" のことであり，そこでは，小さなポットで，安価な原料と c u l l e tとよぱ 

れる碑いた使用済ガラスとを大量に混ぜて（あるところでは culletのみ使用して)，再溶解し，劣悪な質 

の 製 品 を 造 っ て い ‘cribs，と一般工場とのあいだにはなんらの生産工程の関連もなく，‘crib s’の 

製品は，工場労働ではなく，家内労働の研磨エにまわされたが，かれらは，‘crib s’の親方からグラ 

インダ ー か提供さ 1845年のガラ ス税撤廃以前にも，【cribs’は税の徴収を逃れるために路地裏
(65)

など人目にっかない場所に存在していたが, 税の撤廃ま後 'crib s’は 倉 し た 。1860年代にBirm ing-  

hamには6 っほ ど の ‘cribs’ があ)り，L o n d o n には5 0 はどあったといわれている。児童雇用調查

注( 6 1 ) 詳しくは付表Aをみよ。 '
(62) Eric H opkinsは Stourbi'idgeの- -工場当りのrガラス労働者数は大略! 30あは下であったにちがいないj と抵計 

し，[19111-紀をとうして労働Iji位の規模に大きな変化はなく， 1914律のガラス工場は，基本的にはの媒摸と同 

じであった_ !と指摘している。 （E ric Hopkins, Changes in the Scale of the Industrial Unit in Stour­
bridge & D istrict 1815-1914, in IVesf Midland Studies, v o l .8,1976, p, 32 .)

(63) 'cribs，では赏よりもi ：が要求され，rte質なありふれた® 鋭のプリントガラスや，薬味ピン，インクスタンド，莱ピ 

ン，香料ビンその他の小ビン類のような，农価な雑货品力，のくられている。J (.Children's Employmeni Comnnss- 
ion. 18fi5. oh, ciL. o. 234. O ,124,")
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労働貴族の-A‘典的時代におけるフリントガラス製造エ.

委員会は，1865年にL o n d o nの ‘cribs’についてつぎのように報告している。

r これらの場所のなかの数ヶ所は， 2 ,  3 名の成人と1 , 2 名の少年を雇っているだけである。 

多くは半ダース以下の成人と3 ,  4 名以下の少年を雇っているが，これがだいたい平均の規模 

であるQ 若干はこの数の2 倍またはそれ以上を雇用しており，また若千は工場m anufactory  

の性質に近いものもある。……それらは貧民階級の黄憐マッチ工場によく似ている。資本はほ 

とんど必要とされない。原料は被損ガラスを溶かしてえられ，炉はひじょ. うに小'さい。J 

じじつ，‘crib s’ の分布は， London では the Borough, Lam beth, W hite Chapel, および 

S h oreditchのような貧民居住地城と対応していた。 このような‘crib s，の数の推移を示す統計はも 

もろんないけれども，19世紀の第3 ，四半期にその数が増加したということは,ありそうなことで 

ある。1877年に，プリントガラス製造エ友愛組合の書記のW . H. P ack w o o dは，製造業者協会と 

の合同会議で，つぎのように主張しているからである。「crib sの増加はわれわれ双方にとって，す 

なわち組合にとってもあなたがたにとっても，きわめて重要である。 われわれの組合は， c r ib sに 

兆感をもっていないし，われわれはできるだけその拡張を防止することが，われわれ相互の利益で 

あると考えている。雇用者側は，c r ib sへの c u l le tの供給を'やめるべきであろう。そうすれぱ，ホチ 

ルや他の場所から充分な量の破損されたガラスを（cribsの人々力りえることは不可能になるだろ(f)oj 

通常の工場で働くフリソトガラス製造:！:は‘cribs’ と敵対関係にあり，雇用者と共同で，cribs，対策を 

練っていたことがわかる。熟練フリントガラス製造エにとっては，pressedガラスと同様に，‘cribs’ . 

の！! 品も劣悪の質のものであり，市場から排除すべきものと考えられたのである。たしかに，フリ 

ントガラス産業は，通常の工場と'cribs，という二重の構造をもっていた。だが，通常の工場でさえ 

も規模は100名以下という程度のものであり，しばしぱガラス工場はg la s s -h o u s eとよぱれていた 

のである。 この小規模性がフリントガラス製造エの伝統的職人意識を存続させる甚盤となり，労働 

貴族的意識を形成する基礎的条件となったことはいうまでもない。もちろん工場の小規模性が直接 

的に労働貴族意識を創出したのではない。労働資族の形成にかんしては工場内でのヒュラルキーの 

形成，他のガラス産業労働者との相対的関係，地城社会での相対的位置関係'といった，多数の媒介 

要因が考察されねばならないが，これは次享以降の課題である。（続） . ■

注(68) IhicU p. Q .124-5； 、

(69) Glass Makers Magazine  ̂ Vol IX, p，2 4 1 ,との合同会議の開偶は，1S77-年:10月:12日<

3 7 (5 5 5 )
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〔付表A 〕 S to u rb rid g eにおけるガラス労働者数と製造業者数（1861年）

Stourbridge W ollaston Upper Am blecote W ordsley B rierley

ガラス製造エ

ガラス研/#エ

ガラス彫刻師

ガラス産業の 
他の労働者

ガラス製造ぎ 
者

総評

家屋数 

人 |3

人 ロ1 0 0名当

りのガラス労

働者と製造業 

者

115

1,800
8 ,783

1.31

Swinford Hill

31
74

1
11

0

107
98

6

55

5 

6 

2 

7 

3 

6 

1 

4 

1

1

117 51 271 366

418
2,041

5 .73

570
2,749

1.86

530
2 ,613

10.37

112

総計

389
432
27

164

20

1,032

1
||
to
P

〔S to u rb rid g eの 1861年セ>•サス個票について〕

1 "S to u rb rid g e"は三つの異なった広さの地域を意味している。最も広い地域としての，すなわち 'D istrict 

or Union’としての Stourbddge (1861年の Census Enum erators’ Books では no. 3 8 3 )は,三つの  Sub- 

d istfict を く ..む。すなわち，1 ) Halesowen, 2) Stourbridge および，3〉 Kingswinford である。その Sub. 

d i s t r i c tとしてのS to u rb rid g eは，六つの P a r i s h または，T o w n sh ipをふくむ。すなわち，1 ) Stourbridge 

Town, 2) Lye, 3) Wollaston, 4) W ollescote, 5) Upper S w iu fo rd ,および..6) A m blecateである。わたく し 

の研究で1861年の Stou rb rid geのセンサス個票を使用するぱあいには，Stuor bridge Town, Wolleston, Upp­

er Swinford, Amblecote (no. 383 : 2065, 2066, 2068) ,および Wordsley, Brierley Hill (no. 383 ; 2069— 

2 0 7 4 )を意味し，したがって，Sub-disti‘i c t としてのS to u rb rid g eからは， W ollescote .と L y e が除かれて 

いる。これは，この雨地域には，ガラス労働者がはとんど居住していなかったからである。その代り，多数のガ 

ラス労働者が居住していたW o rd s le yと Brierley H i l lを加えている。かくしてえられたのが，付まS であ 

り，これら六つの地域のセンサスは，いわゆるS to u rb rid g eガラス座業に従事する労働者のはとんど全員を把‘ 

えているとみてよい。なお， E ric  H o p k in sの数値は，ISSl年 に S to u rb rid g eに409名のガラス労働考力';V、すこ 

ことをセンサスから算出したものだが，これはS u b -d is tr ic tとしてのStourbridge、に限定されている。

(E ric  Hopkins, W orking Conditions in Victorian Stourbridge, in International Review of Social H is­

tory. vol. X I X , 1974, p. 4 0 3 0 それ故, H op k in sの数値を，わたくしの1861年のものと比較するためには， 

わたくしの地域も同じく S u b -d is td ctに限定しなけれぱならないが, - その結果は，61年にガラス労働者は541 

名となる。ゥまり，185：Ufこから61年にかけてS u b -d is tr ic tとしての S to u rb rid g eにおいてほ, ガラス労働 

者は409名から541名に増加していることになる。

付まA によると，1861年には，1032名のガラス座業労働者と製造業者のうち，366名 （35 . 5 % )が Wor*dsley 

に，271名 （2 6 . 3 % )力；A m blecoteに住んでおり，隣接した雨地域に6 1 .8 % が集中していことがわかる。 

Stourbridge T o w n と Upper S w in fo rdは，それぞれ1 1 .7 % と4 .9 % にすぎない。 ’これはガラス工場がtow i 

の外に位置してからである。 ' ,
I
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労働貴族の古典的時代におけるプリントガラス製造ェ

〔付表B〕 フリントガラス製造ェの失業率 

(1853—1881年）

年 組合さ数 失業数 失業率

1853 939 54 5 .8 %
54 1020 68 6 .7
55 912 191 2 0 .9
56 1057 152 14 .4
57 1174 71 6 .0
58 1270 161 12 .7
59 1318 123 9 .3

1860 1300 •84 6 .5
61 1369 193 14.1
62 1364 187 13.7
63 1452 120 8 .3 ''
64 1545 114 7 .4
65 1612 115 7 .1
66 1640 90 5 .5
67 1719 . 164 9 .5
68 1668 173 10 .5
69 1721 204 11 .9

1870 1762 183 10 .4
71 1799 147 8 ,2
72 1840 118 6 .4
73 1875 139 7 .4
74 1933 192 9 .9
75 1994 126 6 .3
76 2030 ■124 6 .1
77 2088 255 12 .2
78 2043 491 24 .0
79 2026 534 26 .4

1880 1977 450 2 2 .8
81 1937 258 13 .3

(失業統計について〕

失業の数値は，フリントガラス製造エ友- 
键粗合の每年の第三期Quarterly Report 
( 6 月，7 月，8 月分)の失業保険受給者名簿 

より作成した。そのReportは Flitit Glass 

Makers Magazine, v o l .I一vol. XI に載 

ゥている。

1 ) 6 月から8 月までの3 力月間に，友 

愛組合から失業保除を1週間以上受給した 

ガラス製造エは，受給期間に関係なく，そ 

の年の失業者とみなされている。

2 ) 組合員数は，同じく第三期か<«パが0^ 

i?が0パによる数値である。 .

(経済学部抑教授》
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